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	 近年、X(3872)や Y(3940)の発見により従来のクォーク描像では
記述することが困難なエキゾチックハドロンへの関心が高まって

いる。特に最近になって電荷を持ったボトミウムライクな粒子 Z b

が Bel le により報告された。これらの状態は重い 2 中間子の閾値に
極めて近いことから、2 中間子分子状態である可能性が示唆される。 
 
	 クォーク質量が重い領域では、ヘビークォーク対称性が良い近似

で成り立ち，その対称性から予期されるように、重い擬スカラーメ

ソンとベクトルメソンは近似的に縮退している。その効果の帰結と

して、この系ではパイオン交換によるテンソル力が大きな引力をも

たらす。そのためクォーク質量が重い領域では、軽い領域では見ら

れなかったエキゾチックな粒子状態が予期される。  
 
	 我々はこれらの状況を踏まえ、重いメソン分子状態の束縛状態と

共鳴状態を全角運動量 J,パリティ P,チャージパリティ C によって
分類し、系統的な解析を行なった。  
 
特に Z b と呼ばれる２つの共鳴状態が、 I G(J P)=1 +(1 +)の量子数を

持つ Bbar-B*及び B*bar-B*メソン分子状態の束縛状態として解
釈出来得ることを示す。  

 
またエキゾチックな量子数を持ったメソン分子状態 (DD 及び

BB)の可能性についても議論する。  


